
近年、高齢運転者による重大交通事故が相次ぎ、
大きな社会問題となっています。こうしたことか
ら、運転免許の更新にあたっては、７０歳以上の方
には「高齢者講習」の受講が義務付けられており、
さらに、７５歳以上は受講に先立って「認知機能検
査」を受けなければなりません。
一方で、受講待ちの期間が長期化しており、私自

身も高齢者の方々から、「予約が取りにくい」との声
を多くいただいていました。
そこで、私は２０１９年９月の本会議で、待ち期間を短縮するため、「自動車教習所だけで

はなく、二俣川にある運転免許センターでも実施してもらいたい」と強く要望しました。
その結果、運転免許センターでも高齢者講習がスタート。さらに、今年９月には、高齢ドラ

イバー向けの専用コースが新設され、１日１０人だった受け入れ人数を７０人に増やすこと
が可能となりました。

神奈川県と県立保健福祉大学は、各種のデータを統合して新型コロナウイルス感染症の入
院者数などを地域別に推計できる予測モデルを共同開発しました。
これまでは、各種データが複数のシステムで個別に管理されており、分析の大きな障害に

なっていましたが、データを統合集約し分析を容易にする環境を整備しました。
黒岩祐治知事は発表会見で、「県民の皆様にとっては、科学的根拠に基づくメッセージとし

て重みが増してくる」としています。

公明党県議団は、今年６月の本会議の代表質問で、県の対策について「データに基づいた
道筋が一向に示されず、精神論ばかりが繰り返されてきた」と指摘。「これまで蓄積してきた
情報を分析し、将来予測や、感染しやすい状況を示しながら対応策を提示する、『証拠に基づ
く政策立案（ＥＢＰＭ）』の取組をすべき」と提案しました。
これに対し、知事は「県では､『感染者情報分析ＥＢＰＭプロジェクト』を立ち上げ、これま

で蓄積してきた感染者情報等を分析して、証拠に基づく戦略的な新型コロナウイルス感染症
対策の展開に繋げていきたい｣と答弁していました。
公明党県議団は今後も、具体的提案を行うなど、新型コロナ対策に全力をあげていきます。

高齢者講習は現在、運転免許センターのほか、県内４０か所の自動車教習所に業務委託さ
れ実施されています。しかし、昨年末の時点では、高齢者講習が約９０日、認知機能検査が約
６０日の待ち期間が生じていました。
そこで県警察では今年４月、運転教育課に高齢運転者支援係を設置し、待ち期間の短縮に

向けた対策を推進。待ち期間は、高齢者講習、認知機能検査をあわせて３０日以上短縮されま
したが、公明党県議団では、今年９月の代表質問で県警本部長に対し、さらなる対策を求めま
した。
山本仁本部長は、「警察職員による高齢者講習等の実施の拡大と、教習所の受け入れ拡大を

促進するため、他の都道府県の状況を踏まえ、業務委託料の見直しについても検討を重ねて
いく」と答弁しました。
公明党県議団は今後も、高齢者講習等の円滑な実施に全力で取り組んでまいります。
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